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I. はじめに～日韓平均寿命の動向 

 厚 労 省 発 表 の 平 成 27 年 簡 易 生 命 表 に よ れ ば 、 2015 年 日 本 の 0 歳 時 平 均 余 命 （ 以 下 「 寿
命 」と す る ）は 女 性 87.05 年 、男 性 80.79 年 で 、女 性 は 日 本 が 世 界 一 、男 性 は ス イ ス（ 81.0
年 ）、 ア イ ス ラ ン ド （ 81.0 年 ） に 次 い で 第 三 位 と さ れ て い る （ 厚 生 労 働 省  2016）。 一 方 、
国 連 人 口 部 に よ る 世 界 人 口 推 計 に よ れ ば 、 2010-2015 年 の 平 均 寿 命 は 女 性 第 一 位 が 香 港
（ 86.58 年 ） で 日 本 は 第 二 位 （ 86.49 年 ）、 男 性 が 香 港 （ 80.91 年 ）、 ア イ ス ラ ン ド （ 80.73
年 ）、ス イ ス（ 80.43 年 ）、イ タ リ ア（ 80.27 年 ）、イ ス ラ エ ル（ 80.18 年 ）、ス ウ ェ ー デ ン（ 80.10
年 ）に 次 い で 日 本 は 第 7 位（ 80.00 年 ）と な っ て い る（ UN 2015a）。日 本 よ り も 寿 命 が 長 い
国 は 、香 港（ 人 口 729 万 人 ）、ス イ ス（ 同 467 万 人 ）、ア イ ス ラ ン ド（ 同 14 万 人 ）、イ ス ラ
エ ル （ 同 126 万 人 ）、 ス ウ ェ ー デ ン （ 同 701 万 人 ） と 人 口 が 少 な く 、 日 本 程 度 の 人 口 規 模
を 持 つ 国 で 日 本 よ り も 寿 命 が 長 い 国 は な い 、 と 言 わ れ て き た が 、 す で に イ タ リ ア （ 人 口
4,660 万 人 ） の 男 性 寿 命 は 日 本 を 凌 ぐ 程 度 に な っ て お り 、 日 本 の 寿 命 が 世 界 一 と 言 わ れ て
い た 時 代 か ら 変 化 が み ら れ 、 少 し ず つ 、 特 に 男 性 に お い て 、 日 本 の 比 較 優 位 性 が 薄 ら い で
い る 状 況 が 認 め ら れ る 。  
 一 方 、 韓 国 に お い て は 、 韓 国 統 計 局 の 公 式 発 表 に よ る と 2015 年 の 平 均 寿 命 は 女 性 85.2
年 、 男 性 79.0 年 、 男 女 で 82.1 年 で あ り 、 日 本 と の 差 は 、 女 性 で 1.85 年 、 男 性 で 1.79 年
と な っ て い る 。 日 本 と 韓 国 の 平 均 寿 命 の こ れ ま で の 推 移 と 今 後 の 推 計 を 、 そ れ ぞ れ の 国 の
担 当 部 局 に よ る デ ー タ で 示 し た も の が 図  1 で あ る 。 こ れ を 見 る と 、 韓 国 は デ ー タ の あ る
1970 年 よ り 急 速 に 寿 命 が 延 び て お り 、将 来 推 計 値 は そ の 延 び の 傾 き が そ の ま ま 続 く と は さ
れ て い な い も の の 、 女 性 は 2053 年 、 男 性 は 2025 年 で 日 本 を 抜 く と 推 計 さ れ て い る 。  
 ち な み に 、 国 連 人 口 部 の 世 界 人 口 推 計 を み る と 、 日 韓 の 寿 命 の 今 後 の 動 向 は 、 そ の 推 計
年 に よ り 異 な っ た 結 果 と な っ て い る 。2012 年 版 の 公 表 値 に よ れ ば 、2045-2050 年 に 韓 国 の
寿 命 が 日 本 を 抜 く と さ れ て い る が 、2015 年 版 の 公 表 値 で は 2100 年 ま で 韓 国 の 寿 命 が 日 本
の 寿 命 を 抜 く こ と は な い と さ れ て い る 。こ れ は 、2012 年 版 か ら 2015 年 版 の 間 に 、日 韓 の
寿 命 の 動 向 に 新 た な 知 見 が 得 ら れ た 、と い う 訳 で は な く 、2015 年 版 で は 各 地 域 に お け る 最
高 寿 命 国 の 寿 命 を 他 の 国 が 追 い 抜 く こ と は な い 、 と い う 仮 定 を 設 け 将 来 推 計 値 の 調 整 を し
て い る た め で あ る （ UN2015b）。 そ の 仮 定 が 正 し い か ど う か は 現 時 点 で は 証 明 で き る も の
で は な く 、 実 際 に 起 こ っ て み な け れ ば わ か ら な い 、 と い う 性 質 の も の で あ る 。 つ ま り 、 今
後 韓 国 の 寿 命 が い つ 日 本 の 寿 命 を 追 い 抜 く の か 、 も し く は 追 い 抜 く の か ど う か 、 と い う の
は 、 国 際 的 に も 推 測 の 域 を 出 な い と い う 状 況 で あ る 。  



図  1 平 均 寿 命 の 推 移 と 将 来 推 計 値 （ 日 韓 公 式 統 計 ）  

 
出 典 ) 日 本 実 績 値 :生 命 表（ 厚 生 労 働 省 ）、推 計 値 :国 立 社 会 保 障・人 口 問 題 研 究 所「 日 本 の 将 来 推 計 人 口
（ 平 成 24 年 1 月 推 計 ）」 死 亡 中 位 仮 定 。 韓 国 実 績 値 ・ 推 計 値 :韓 国 統 計 局 。 推 計 値 は 死 亡 中 位 仮 定 。  
 

図  2 平 均 寿 命 の 推 移 と 将 来 推 計 値 （ 国 連 人 口 部 推 計 ）  

 
出 典 ) UN2012, UN2015 
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 本 稿 は 、 日 韓 の 寿 命 が 近 接 し つ つ あ る こ と を 鑑 み て 、 地 理 的 ・ 文 化 的 に 近 い 二 国 間 で 、
死 亡 率 ・ 健 康 度 の 類 似 性 ・ 相 違 性 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に 、 死 亡 率 に つ い て は 寿 命 の
男 女 差 、年 齢 別 死 亡 率 、死 因 に つ い て 、健 康 度 に つ い て は 日 常 生 活 の 影 響 /制 約 、介 護 保 険
認 定 者 の 割 合 を 比 較 分 析 す る 。  
 

II. 死亡率の日韓比較 

日 韓 の 寿 命 は 1.8 年 程 度 日 本 が 長 い が 、年 齢 別 死 亡 率 を 見 る と（ 図  3）、韓 国 の 方 が 死 亡
率 が 低 い 年 齢 も 少 な か ら ず 認 め ら れ る 。 そ れ は 、 男 女 1～ 3 歳 、 男 性 18～ 25 歳 、 女 性 9～
12 歳 、49～ 67 歳 の 年 齢 層 で あ る 。男 性 18～ 25 歳 は 、分 母 人 口 の 影 響 も あ る か も し れ な い
が 、 女 性 の 49～ 67 歳 と い う 幅 広 い 年 齢 層 で す で に 韓 国 の 死 亡 率 の 方 が 日 本 の 死 亡 率 を 下
回 っ て い る こ と は 注 目 に 値 す る 。 い ず れ の 国 も 死 亡 届 に 基 づ い た 死 亡 全 数 に つ い て の 数 値
で あ る の で 、 統 計 誤 差 で も な い 。 し か し そ の 差 は わ ず か な も の で 、 逆 に 言 え ば 、 日 韓 の 死
亡 率 は 非 常 に 近 似 し て き て い る 、 と も い え る 。  

日 本 と 韓 国 に お い て 寿 命 が 延 び る 際 に 、 ど の 年 齢 層 に お い て 死 亡 率 が 改 善 し て い る か を
み る と（ 図  4）、日 韓 い ず れ も 、当 初 は 30 歳 以 下 の 若 年 層 の 死 亡 率 低 下 が 著 し く 、そ の 後
全 年 齢 で 均 質 に 死 亡 率 が 低 下 す る 、 と い う 傾 向 が あ る 。 こ の 傾 向 は 、 暦 年 で は な く 、 同 程
度 の 寿 命 を そ れ ぞ れ 比 べ た も の で あ る （ 例 え ば 、 日 本 の 1950 年 に お け る 寿 命 は 59.34 年
1975 年 は 74.33 年 、2013 年 は 83.48 で あ る が 、寿 命 が そ れ ら と 同 程 度 と な る 韓 国 の 1970
年 、 2000 年 、 2015 年 の 年 齢 別 死 亡 率 を 比 較 し て い る ）。 日 本 に お い て は 、 1950 年 代 に 第
一 の 死 亡 原 因 で あ っ た 結 核 死 亡 率 が 大 き く 減 少 し た こ と が 全 体 の 死 亡 率 を 下 げ た が 、 韓 国
に お い て は 1970 年 で は す で に 結 核 死 亡 率 は か な り 低 水 準 で あ り 、 そ の 他 の 理 由 が あ る こ
と が 示 唆 さ れ る 。  
 次 に 寿 命 の 性 差 に 着 目 す る と （ 図  5）、 2000 年 代 に 入 っ て か ら 日 韓 の 寿 命 性 差 は 同 程 度
に な っ て い る が 、 そ れ 以 前 は 韓 国 の 方 が 性 差 が 大 き か っ た 。 世 界 的 、 歴 史 的 に 、 寿 命 の 性
差 に は 一 定 の パ タ ー ン が み ら れ る 。 現 在 の サ ブ サ ハ ラ ア フ リ カ の よ う に 寿 命 が 低 い 国 ・ 地
域 で は 寿 命 の 性 差 は 小 さ く 、 そ の 後 寿 命 が 延 び る に つ れ て 性 差 が 拡 大 す る が 、 十 分 に 寿 命
が 延 び る と そ の 後 性 差 が 縮 む 傾 向 が あ る （ UN 2015c）。 日 本 、 韓 国 も 同 様 で 、 日 本 の 場 合
は 長 ら く 寿 命 性 差 は 拡 大 し て い た が 、2000 年 以 降 縮 小 の 方 向 、韓 国 は 1980 年 代 半 ば に 性
差 が 拡 大 か ら 縮 小 に 転 じ て い る 。  

 



図  3 日韓の年齢別死亡率（2015 年、男女別）  

 

出典 ) 日本 :生命表（厚生労働省）、韓国 :韓国統計局  

 

 

図  4 日韓の年齢別死亡率（時系列、男女合計）  

 

出典 ) 日本 :生命表（厚生労働省）、韓国 :韓国統計局  
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図  5 日 韓 の 寿 命 性 差  

 

出 典 ) 日 本 :生 命 表 （ 厚 生 労 働 省 ）、 韓 国 :韓 国 統 計 局  
 

図  6 日 韓 の 地 域 別 男 女 別 寿 命 と 寿 命 性 差  

 
出 典 ) 日 本 :生 命 表 （ 厚 生 労 働 省 ）、 韓 国 :韓 国 統 計 局  
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 日 本 で は 都 道 府 県 別 の 寿 命 格 差 は 男 性 が 3.6 歳 、 女 性 が 1.8 歳 と 男 性 の 方 が 格 差 が 二 倍
あ り 、 都 道 府 県 別 寿 命 と 性 差 の 相 関 は 、 男 性 が R2=0.547 と 正 の 相 関 が あ る が 、 女 性 は
R2=0.0001 と ほ と ん ど 相 関 が な い（ 図  6）。つ ま り 男 性 の 寿 命 が 性 差 を 決 定 し て い る と い え
る 。 一 方 、 韓 国 に つ い て 地 域 別 （ 市 道 別 ） に 男 女 別 寿 命 お よ び 性 差 を 見 る と 、 地 域 別 寿 命
格 差 は 男 性 が 3.1 年 、 女 性 が 2.8 年 と 女 性 の 方 が 短 い も の の 男 女 で 日 本 ほ ど の 差 は な く 、
地 域 別 寿 命 と 性 差 の 相 関 は 、男 性 が R2=0.4977 と 強 い 正 の 相 関 が あ り 、女 性 は R2=0.2025
と い う ゆ る や か な 負 の 相 関 が 認 め ら れ る 。 つ ま り 地 域 別 の 寿 命 格 差 に は 、 男 性 寿 命 の み な
ら ず 、 女 性 寿 命 も 関 わ っ て い る 、 と い う こ と で あ り 、 女 性 寿 命 の 都 道 府 県 格 差 が 収 束 し つ
つ あ る 日 本 と は 異 な っ て い る こ と が わ か る 。 逆 に い え ば 、 今 後 も 国 内 の 格 差 を 縮 小 さ せ る
こ と で 寿 命 が 延 び る と い う メ カ ニ ズ ム を 考 え れ ば 、 日 本 の 男 性 、 韓 国 の 男 性 ・ 女 性 は 今 後
も 寿 命 の 延 長 が 期 待 で き る 、 と い う こ と に な る 。 そ の 場 合 、 今 後 の 寿 命 性 差 は 、 日 本 で は
縮 小 す る こ と が 見 込 ま れ る が 、 韓 国 の 性 差 は 日 本 と は 異 な っ た 動 向 を 示 す で あ ろ う 。  
 次 に 日 韓 の 死 因 に 注 目 す る 。 2015 年 に お け る 死 亡 数 は 日 本 が 1,290,444 人 、 韓 国 が
275,895 人 と 、 人 口 規 模 （ 日 本 127,094,745 人 、 韓 国 49,705,663 人 ） も さ る こ と な が ら 、
人 口 高 齢 化 率 が 異 な る （ 65 歳 以 上 人 口 割 合 は 日 本 27%、 韓 国 13%） こ と に よ り 、 日 本 の
方 が 圧 倒 的 に 死 亡 数 が 多 い 。 総 死 亡 数 に 対 す る 死 因 別 割 合 を 見 る と 、 日 韓 と も 一 番 多 い の
は 新 生 物 で あ り 、 次 い で 循 環 器 系 の 疾 患 で あ る こ と は 同 じ で あ り 、 日 本 で は こ の 二 つ の 死
因 が 全 死 因 の 56%、 韓 国 の 場 合 は 50%を 占 め て お り 、 ほ ぼ 同 様 で あ る 。 第 三 位 の 死 因 は 、
日 本 で は 呼 吸 器 系 の 疾 患（ 全 死 因 の 16%）で あ る が 、韓 国 の 場 合 は 外 因（ 同 10.4%）で あ
り 、韓 国 は 死 亡 に お け る 外 因 死 の 割 合 が 大 き い（ 図  7）。し か し こ れ は も っ ぱ ら 日 本 よ り も
若 い 韓 国 の 人 口 構 造 に 起 因 す る も の で あ り 、 人 口 10 万 人 当 た り の 外 因 に よ る 死 亡 率 は 日
本 は 54.2、 韓 国 は 56.5 で あ り 、 同 程 度 で あ る 。  
 日 本 で は 死 因 別 統 計 は 1898 年 よ り 得 ら れ る が 、韓 国 で は 1983 年 以 降 の デ ー タ が 公 表 さ
れ て い る に 留 ま る 。 韓 国 の 1980 年 代 の 寿 命 に 対 応 す る の は 日 本 の 1950 年 代 で あ る の で 、
日 本 は 1950 年 か ら 、 韓 国 は 1983 年 か ら の 日 韓 の 時 系 列 の 死 因 別 死 亡 率 の 推 移 を み る と 、
新 生 物 に よ る 死 亡 率 は 日 韓 で 同 様 で あ る こ と が わ か る（ 図  8）。一 方 、死 因 分 類 が 日 韓 で 異
な る（ 日 本 は「 死 因 年 次 推 移 分 類 」、韓 国 は 103 項 目 分 類 ）た め 厳 密 な 比 較 は さ ら に 詳 細 に
検 討 す る 必 要 が あ る が 、 韓 国 の 循 環 器 系 疾 患 に よ る 死 亡 は 、 日 本 の 心 疾 患 、 脳 血 管 疾 患 、
高 血 圧 を 足 し た も の よ り も か な り 少 な い 。 日 韓 双 方 で 「 そ の 他 」 の 死 亡 が 大 き く 変 動 し て
お り 、日 本 で は 1980 年 代 に か け て 減 少 、そ の 後 大 き く 増 加 し て い る が 、韓 国 の 場 合 は 2000
年 ま で 低 下 し そ の 後 低 水 準 で あ る 。「 そ の 他 」の 死 因 は 、日 韓 で 内 容 が 異 な る が 、近 年 日 本
で 増 加 し て い る の は 高 齢 に よ る 死 亡 増 加 に よ る も の で あ る と 考 え ら れ 、 韓 国 で そ の 他 の 死
亡 が 減 っ て き た が 、 今 後 高 齢 者 が 増 え る こ と に 応 じ て 、 再 び そ の 他 の 死 亡 が 多 く な る こ と
も 考 え ら れ る 。 外 因 に よ る 死 亡 は 韓 国 で は 1983 年 以 降 同 程 度 の 水 準 で 推 移 し て お り 、 日
本 の 不 慮 の 事 故 と 自 殺 を 合 わ せ た も の よ り も 高 く な っ て い る が 、 時 系 列 で そ れ ほ ど 増 減 が
見 ら れ な い 点 は 日 韓 で 同 様 で あ る 。  
 



図  7 日 韓 の 死 因 割 合 （ 2015 年 ）  

 
 

図  8 日 韓 の 死 因 別 死 亡 率 の 推 移  

 

注 ) 死 因 分 類 は 日 本 （ 死 因 年 次 推 移 分 類 ） と 韓 国 （ 103 items） で 異 な る 。  
出 典 ) 日 本 :厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 」、 韓 国 :韓 国 統 計 局  
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日 韓 両 国 で 、外 因 死 の う ち 一 番 多 い の は 自 殺 で あ る が（ 図  9）、そ の 死 亡 率 は 日 本 が 人 口

十 万 対 18.5 で あ る と こ ろ 韓 国 で は 26.5 で あ り 、韓 国 の 方 が 多 い 。「 そ の 他 」を 除 い て 次 に
多 い の は 日 本 の 場 合 は 不 慮 の 窒 息 、 韓 国 の 場 合 は 交 通 事 故 で あ る 。 日 本 の 窒 息 に よ る 死 亡
は 、人 口 動 態 統 計 で は 具 体 的 な 原 因 は 記 述 さ れ て は い な い も の の 、2015 年 の 合 計 9,356 件
の う ち 88%は 65 歳 以 上 の 高 齢 者 で 、 さ ら に １ 月 に 多 い こ と か ら 、 正 月 に 食 べ る 餅 に よ る
窒 息 が 無 視 で き な い ほ ど 多 い の で は な い か と 考 え ら れ る 。  

日 韓 と も に 、 外 因 死 は 高 年 齢 に な る ほ ど 多 く な る が 、 日 本 の 場 合 は 転 倒 ・ 転 落 、 窒 息 、
「 そ の 他 」 が 年 齢 と と も に 増 え 、 韓 国 の 場 合 は 外 因 死 亡 率 の 高 年 齢 の 上 昇 を 十 分 に 説 明 す
る 内 訳 は 「 そ の 他 」 で あ る 。「 そ の 他 」 と い う の は 、 図  9 に 挙 げ た 外 因 以 外 の 合 算 で あ る
が 、 そ の 中 で も ICD10 に お け る 「 X59 詳 細 不 明 の 要 因 へ の 曝 露 」、 次 い で 「 Y10-Y34 不 慮
か 故 意 か 決 定 さ れ な い 事 件 」 と い う 死 因 分 類 が 過 半 を 占 め 、 死 亡 届 時 点 で も そ の 具 体 的 な
死 亡 原 因 が 特 定 で き な い ケ ー ス が 多 い こ と が 伺 え る 。 あ る い は 自 殺 や 殺 人 が こ の カ テ ゴ リ
ー に 入 っ て い る 可 能 性 も 否 定 で き ず 、 死 亡 原 因 を き ち ん と 突 き 止 め 、 対 策 を 講 じ る 必 要 が
あ る だ ろ う 。ま た 韓 国 で は 自 殺 が 大 き な 社 会 問 題 と な っ て い る が 、そ の 年 齢 別 死 亡 率 は「 そ
の 他 」 ほ ど で は な い に し ろ 高 年 齢 に な る ほ ど 上 昇 し て い る 。 事 故 死 や 自 殺 は 、 人 口 高 齢 化
と の 関 連 が 意 識 さ れ る こ と の 少 な い 死 因 で あ る が 、 今 後 韓 国 で 急 激 に 高 齢 者 が 増 え て く る
際 に 、 こ れ ら 外 因 死 の 対 策 を 行 う こ と は 非 常 に 重 要 で あ る 。  

 
図  9 日 韓 の 年 齢 別 外 因 別 死 亡 率  

 

死因  率  人  

外因（総数）  54.2 67,905 

自殺  18.5 23,152 

その他  9.7 12,409 

窒息  7.5 9,356 

転倒・転落  6.4 7,992 

溺死  6.0 7,484 

交通事故  4.5 5,646 

火災等  0.8 940 

中毒  0.5 612 

他殺  0.3 314 
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死因  率  人  

外因（総数）  56.5 28,784 

自殺  26.5 13,513 

交通事故  10.3 5,539 

その他  10.3 5,271 

転倒・転落  4.6 2,320 

溺死  1.2 589 

窒息  1.1 551 

他殺  1.0 519 

火災等  0.5 269 

中毒  0.4 213 
 

出 典 ) 日 本 :厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 」、 韓 国 :韓 国 統 計 局  
 

III. 健康度の日韓比較 

日 韓 の 寿 命 の 差 が 縮 小 し 、 同 程 度 の 死 亡 構 造 と な り つ つ あ る が 、 同 様 に 両 国 の 健 康 状 況
も 同 程 度 で あ る の だ ろ う か 。 健 康 度 は 、 何 を も っ て 健 康 と す る か と い う 定 義 に よ っ て 大 き
く 異 な る 指 標 で あ り 、 死 亡 の よ う な 明 確 に 区 別 で き る も の で は な い が 、 こ こ で は 、 よ り 客
観 的 な 指 標 と し て 、日 常 生 活 の 支 障 を 取 り 上 げ る 。日 本 で は 国 民 生 活 基 礎 調 査 の 3 年 に １
度 の 大 規 模 調 査 に お け る 健 康 票 で 「 日 常 生 活 の 影 響 」 と し て 、 韓 国 で は 人 口 セ ン サ ス に お
い て（ 日 常 の ）「 活 動 制 約 」と し て 、そ れ ぞ れ 表  1 の よ う な 質 問・回 答 様 式 で 聞 い て い る 。
回 答 様 式 に は 生 活 へ の 影 響 、 活 動 制 約 の 細 目 が 列 挙 さ れ 、 日 韓 い ず れ も 、 該 当 す る も の を
す べ て 選 択 す る こ と に な っ て い る が 、 そ の 中 で 日 本 の 1 と 、 韓 国 の ⑤ は ADL（ Activities 
of Daily Living:日 常 生 活 動 作 ）に 関 す る も の で 共 通 し て い る 。そ こ で 、日 韓 の ADL に 影 響
/制 約 が あ る 人 の 割 合 と 、 何 ら か の 生 活 の 影 響 /制 約 が あ る 人 の 割 合 を 、 日 韓 で 共 通 し て 得
ら れ る 最 新 の 2010 年 の デ ー タ に つ い て 高 齢 者 の 年 齢 階 層 別 に 比 較 し た （ 図  10）。  

 ADL に 影 響 /制 約 が あ る の は 、 日 本 の 方 が 韓 国 よ り も ど の 年 齢 層 で も 高 く 、 こ れ は 質
問 形 式 が 日 本 で は 現 在 に 限 り 、韓 国 で は 6 か 月 以 上 と い う 期 間 を 設 定 し て い る こ と が 影 響
し て い る 可 能 性 が あ る 。一 方 、い ず れ か の 項 目 で 生 活 の 影 響 /制 約 が あ る 割 合 は 、日 本 の 方
が 大 幅 に 少 な い が 、 こ れ は 韓 国 の 方 が 制 約 項 目 の 選 択 肢 が 多 い こ と 、 特 に ③ 、 ④ の よ う な
精 神 面 で の 項 目 が 含 ま れ て い る こ と が 影 響 し て い る 可 能 性 が あ る 。 し か し 実 質 的 に 生 活 の
影 響 や 制 約 に 差 が あ る こ と も 十 分 に 考 え ら れ る 。 質 問 形 式 が 同 じ で は な い の で 、 比 較 は 難
し い が 、 少 な く と も 日 韓 の い ず れ か が 非 常 に 高 い 、 も し く は 低 い 割 合 を 持 つ 、 と い う こ と
を 示 す も の で は な い 、 と は 言 え る 。  
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表  1 日 韓 の 日 常 生 活 の 影 響 /活 動 制 約  質 問 ・ 回 答 様 式 （ 2010 年 ）  
 日 本  韓 国  

「 国 民 生 活 基 礎 調 査 」 健 康 票 質 問 6 「 人 口 住 宅 総 調 査 」 標 本 調 査 票 質 問 12 

質 問 様 式  あ な た は 現 在 、 健 康 上 の 問 題 で 日 常 生 活 に
何 か 影 響 が あ り ま す か 。（ あ れ ば ）そ れ は ど
の よ う な こ と に 影 響 が あ り ま す か 。  

活 動 制 約 :6 か 月 以 上 持 続 し て い る 、 も し
く は 続 く と 予 想 さ れ る 肉 体 的 ・ 精 神 的 制
約 は あ り ま す か 。  

回 答 様 式  1  日 常 生 活 動 作 （ 起 床 、 衣 服 着 脱 、 食 事 、
入 浴 な ど ）  

2  外 出（ 時 間 や 作 業 量 な ど が 制 限 さ れ る ） 

3  仕 事 、家 事 、学 業（ 時 間 や 作 業 量 な ど が
制 限 さ れ る ）  

4  運 動 （ ス ポ ー ツ を 含 む ）  

5  そ の 他  

①  視 覚 ・ 聴 覚 ・ 言 語 障 害  

②  歩 く 、 階 段 を 登 る な ど の 移 動 制 約  

③  精 神 的 疾 患 な ど の 精 神 的 制 約  

④  学 習 ・ 記 憶 す る 、 集 中 す る  

⑤  服 を 着 る 、 入 浴 す る 、 食 事 す る  

⑥  買 い 物 、 病 院 へ 行 く  

⑦  （ 16 歳 以 上 ） 就 職 活 動  

⑧  な し  

 

図  10 日 常 生 活 の 影 響 /活 動 制 約  年 齢 別 （ 2010 年 ）  

 
出 典 ) 日 本 :厚 生 労 働 省 「 国 民 生 活 基 礎 調 査 」 健 康 票 質 問 6「 日 常 生 活 の 影 響 」 、 韓 国 :韓 国 統 計 局  
「 人 口 住 宅 総 調 査 」 標 本 調 査 票 質 問 12「활동제약(活 動 制 約)」  
 

 次 に 日 本 で は 2000 年 よ り 、韓 国 で は 2008 年 よ り 介 護 保 険 を 導 入 し て お り 、そ れ ぞ れ 介
護 保 険 が 必 要 な 高 齢 者 を 認 定 し て い る の で 、そ の 認 定 者 の 割 合 を 比 較 し て み た 。65 歳 以 上
全 体 で み る と（ 図  11）、日 本 で は 合 計 18.3%、韓 国 で は 6.6%で あ り 、韓 国 の 場 合 は 療 養 病
院 に 入 院 し て い る 高 齢 者 は 介 護 認 定 を 受 け て い な い た め 、 そ の 数 も 含 め て も 9.0%で あ り 、
日 本 の 半 分 程 度 と な っ て い る 。韓 国 は 介 護 保 険 制 度 が 2008 年 か ら 開 始 し て ま だ 10 年 未 満
な の で 、 介 護 が 必 要 で あ る が 制 度 が カ バ ー し き れ ず 介 護 認 定 を 受 け て い な い 人 が い る こ と
も 考 え ら れ る が 、 韓 国 当 局 者 や 研 究 者 に は 特 に そ の よ う な 明 ら か な 非 認 定 者 が い る と の 認
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識 は な く 、必 要 な 人 は 認 定 さ れ て い る と の こ と で あ る（ 2017 年 2 月 の 日 韓 セ ミ ナ ー で の 意
見 交 換 に よ る ）。  
 

図  11 日 韓 介 護 保 険 認 定 者 の 割 合 （ 65 歳 以 上 、 2015 年 ）  

 
出 典 )日 本 :厚 生 労 働 省 「 介 護 給 付 費 実 態 調 査 」 2015 年 10 月 審 査 分 （ 閲 覧 第 4 表 ）、 韓 国 :国 民 健 康 保 険
公 団 「노인장기요양보험통계연보(Long Term Care Insurance Statistical  Yearbook)」 2015 年 版  
 

図  12 介 護 保 険 認 定 者 の 割 合 （ 年 齢 階 層 別 、 2015 年 ）  

 
出 典 )日 本 :厚 生 労 働 省 「 介 護 給 付 費 実 態 調 査 」 2015 年 10 月 審 査 分 （ 閲 覧 第 4 表 ）、 韓 国 :国 民 健 康 保 険
公 団 「노인장기요양보험통계연보(Long Term Care Insurance Statistical  Yearbook)」 2015 年 版  
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表  2 日 本 要 介 護 3～ 5、 韓 国 1～ 3 等 級 の 介 護 保 険 認 定 者 の 割 合  
（ 年 齢 階 層 別 、 2015 年 ）  

2015 日 本 要 介 護 3-5 韓 国 1-3 等 級  日 本 /韓 国  

65 歳 以 上  6.5% 4.0% 1.62 

65-69 1.0% 0.8% 1.15 

70-74 2.0%  2.0%  0.97 

75-79 4.1%  4.2%  0.98 

80-84 8.8%  8.0%  1.09 

85 歳 以 上  25.1% 16.5% 1.52 

 

 日 本 で は 要 支 援 な ど 軽 度 の 介 護 支 援 な ど も 含 め て い る こ と 、 100 歳 以 上 な ど 超 高 齢 者 が
多 い こ と か ら 、 認 定 者 の 割 合 が 高 く な る こ と が 考 え ら れ る 。 そ こ で 年 齢 階 級 別 に 認 定 者 割
合 を 比 較 し（ 図  12）、さ ら に 増 田（ 2014）で 設 定 さ れ て い る の と 同 様 に 、便 宜 的 に 日 本 の
要 介 護 3～ 5 と 韓 国 の 1～ 3 等 級 が 同 等 の 介 護 度 だ と み な し て 、そ れ ら の 認 定 者 割 合 を 比 較
し て み た 結 果 （ 表  2）、 70～ 84 歳 の 範 囲 で は 、 介 護 保 険 認 定 者 の 割 合 が 日 韓 同 程 度 で あ っ
た 。  
 65 歳 以 上 全 体 で 見 た 場 合 、日 本 要 介 護 3-5 と 韓 国 1-3 等 級 の 介 護 保 険 認 定 者 割 合 は 日 本
6.5%、韓 国 は 4.0%で 、日 本 の 方 が 多 い が 、そ の 差 は 65-69 歳 、85 歳 以 上 で 日 本 の 割 合 が
多 い こ と に よ る も の で あ る 。 65-69 歳 で 日 本 の 割 合 が 大 き い の は 、 よ り 軽 度 の 介 護 度 ・ 支
援 度 を 持 つ 日 本 で 、要 介 護 3 以 上 に 韓 国 で は 含 め な い よ う な 程 度 の 人 も 含 め て い る 可 能 性
も 考 え ら れ る 。 し か し 圧 倒 的 に 日 韓 で 差 が あ る の は 85 歳 以 上 で あ り 、 日 本 の 割 合 が 大 き
い の は 、90 歳 以 上 、100 歳 以 上 と い っ た 超 高 齢 者 が 韓 国 よ り も 多 い こ と に よ る と 考 え ら れ
る が 、 さ ら に 、 長 寿 化 の 進 展 が 日 本 よ り も 遅 か っ た 韓 国 で は 、 超 高 齢 ま で 長 生 き せ ず に 、
元 気 で あ る 人 が 生 き 残 り や す い 、 と い う 状 況 が あ る の か も し れ な い 。  
 70 歳 か ら 84 歳 ま で の 年 齢 層 で は 介 護 保 険 認 定 者 割 合 が 日 韓 で 同 程 度 で あ り 、 70-74 歳
で 2%、75-79 歳 で 4%、80-84 歳 で 8%と い う 等 比 的 な 値 で あ る こ と は 、介 護 を 必 要 と す る
人 の 割 合 に は 、 一 定 の 普 遍 性 が あ る こ と を 示 唆 し て お り 、 他 国 に も 適 用 可 能 で あ る の で は
な い か と 思 わ れ る 。 し か し な が ら 、 こ こ に は 、 年 齢 別 デ ー タ の 制 約 も あ り 、 医 療 制 度 で 介
護 を 受 け て い る 人 が 含 ま れ て い な い 。図  11 に 示 し た よ う に 、韓 国 の 65 歳 以 上 全 体 に 関 し
て は 、 医 療 制 度 で 介 護 を 受 け て い る 人 の 割 合 は 、 日 韓 の 割 合 の 大 小 を 覆 す ほ ど の 割 合 で は
な い が 無 視 で き な い 程 度 の 割 合 で あ る 。 日 本 に お い て も 、 精 神 病 棟 入 院 者 な ど 、 介 護 保 険
で 認 定 さ れ て い な い が 介 護 を 受 け て い る 人 の 数 が ど の 程 度 あ る の か を 適 切 に 把 握 す る 必 要
が あ る 。 今 後 、 中 国 や そ の 他 の 新 興 国 に お け る 介 護 ニ ー ズ を 査 定 す る 際 に は 、 昭 和 時 代 の
日 本 が そ う で あ っ た よ う に 、 介 護 制 度 が 十 分 で な い た め 、 医 療 制 度 、 つ ま り 病 院 で 高 齢 者
の 介 護 が 行 わ れ て い る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る だ ろ う  
 



IV. おわりに～日韓の死亡率・健康度の展望 

 死 亡 率 、 健 康 度 の い ず れ も 日 韓 に は 類 似 性 が み ら れ る が 、 そ れ を も た ら す 医 療 ・ 介 護 制
度 の 指 標 と し て 、一 人 当 た り 医 療 費（ OECD に よ る 集 計 値 で 介 護 費 用 を 含 む ）に 注 目 し て
み る と 、 日 本 の 医 療 費 は 韓 国 と 比 べ て 倍 程 度 で あ る が 、 日 韓 い ず れ も 医 療 費 は 経 年 的 に 右
肩 上 が り で 大 き く 増 加 し て い る（ 図  13 左 ）。一 方 、医 療 費 を 横 軸 に 、寿 命 を 縦 軸 に プ ロ ッ
ト し 、 日 韓 で 経 年 の 変 化 を み る と 、 寿 命 が 80 年 よ り も 短 い 範 囲 で 見 れ ば 同 じ 寿 命 を 達 成
す る の に 日 本 の 方 が か か っ て い る 医 療 費 が 若 干 少 な い が 、 寿 命 が 80 年 を 超 え る よ う に な
る と 寿 命 に 応 じ た 医 療 費 は 日 韓 ほ ぼ 同 程 度 で 推 移 し て い る（ 図  13 右 ）。さ ら に 、韓 国 デ ー
タ の 最 新 年 で あ る 2014 年 で は 、 韓 国 の 曲 線 が 日 本 の 曲 線 を 貫 い て い る よ う に も 見 え る 。
韓 国 の 2014 年 の 寿 命 は 82.40 年 で 日 本 の 2006 年 の 寿 命 82.43 年 に 近 い が 、そ れ に 対 応 す
る 医 療 費 は 日 本 2,580 米 ド ル （ PPP） の と こ ろ 、 韓 国 で は 2,361 米 ド ル と 、 日 本 よ り も 少
な い 。 つ ま り 、 韓 国 の 方 が コ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス が よ く な っ た と い う 転 換 点 で あ る よ う に
も 見 受 け ら れ る 。医 療 費 は PPP（ 購 買 力 平 価 ）の 米 ド ル 換 算 で あ る こ と を 考 慮 す る 必 要 も
あ る が 、 こ の 韓 国 2014 年 の 交 差 点 か ら 日 本 は 医 療 費 は 大 幅 に 増 え て い る も の の 、 寿 命 の
延 び は ほ と ん ど 見 ら れ な い こ と か ら 、 今 後 の 韓 国 の 動 向 は 注 目 に 値 す る 。 あ る い は 日 本 の
よ う な 平 坦 化 で は な く 、 さ ら に 寿 命 の 延 び が 続 き 、 日 本 よ り も さ ら に コ ス ト パ フ ォ ー マ ン
ス が 上 が る 可 能 性 が な い と は 言 い 切 れ な い 。 韓 国 で は 1997 年 の 金 融 危 機 を 契 機 に 、 医 療
保 険 の 一 元 化 、 医 薬 強 制 分 業 、 健 康 保 険 審 査 評 価 院 の 創 設 、 請 求 書 の オ ン ラ イ ン 化 な ど ド
ラ ス テ ィ ッ ク な 改 革 が 行 わ れ た（ 岡 本  2008）。制 度 的 に 日 本 よ り も 効 率 的 で あ る か も し れ
な い 。 今 後 、 日 韓 の 死 亡 率 ・ 健 康 率 が ど の よ う に 推 移 す る の か 、 ま た そ れ を も た ら す 制 度
と そ の 費 用 が ど の よ う に 変 化 す る の か を 注 視 す る こ と は 重 要 で あ り 、 そ の 知 見 は 他 国 に も
生 か す こ と が で き る だ ろ う 。  



図  13 日 韓 の 一 人 当 た り 医 療 費 の 推 移 と 寿 命 と の 関 係  

 

出 典 )一 人 当 た り 医 療 費 : OECD (2017)、寿 命 : 日 本 は 国 立 社 会 保 障・人 口 問 題 研 究 所「 日 本 版 死 亡 デ ー
タ ベ ー ス 」、 韓 国 は 韓 国 統 計 局 「 生 命 表 」  
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